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別表第十二の前書きの改正案について（案） 

電気用品調査委員会 
解釈検討第 2部会 

１．背景 
雑音の強さについては、国際規格では、CISPR規格が適用される。しかし、CISPR規格では、配線器具などの一部の電気用品の雑音の強さがカバーでき

ない。国際的には、配線器具については、CISPR規格ではなく、IEC製品規格において CISPR規格を引用する形で雑音の強さを適用している。このため、
別表第十二の表 2（雑音の強さ）を国際整合（CISPR 整合）した場合には、配線器具は表 2 では雑音の強さをカバーできず、IEC 規格と整合させて、表 1
（電気安全）でカバーする必要がある。 
しかしながら、CISPR整合規格は、JIS化されていないことから、IEC整合 JIS（表 1に採用される JIS）では、JIS化の IEC整合の原則にしたがって

CISPR規格をそのまま引用することになる。CISPR規格をそのまま引用すると、別表第十二の表 2に採用さている総務省答申がベースとなっている J規格
とは差異が生じる。J 規格は、日本として必要なデビエーションを付した規格であり、配線器具としても CISPR 規格ではなく、J 規格を適用したいとの要
望がある。このため、IEC整合規格である JISで CISPR規格を引用している場合は、その CISPR規格を表 2の J規格に置き換えることを提案したい。 

別表第十二の

本文 
本文中で引用される規格 実際に適用される規格 

（別表第十二の前書きによる）

JISの場合 JIS 同左（JIS） 
IEC規格 同左（IEC規格） 
CISPR規格 同左（CISPR規格） 

→ 別表第十二の表 2 で採用さ
れている別紙（CISPR整合規格）

別紙の場合 JIS 同左（JIS） 
IEC規格 別表第十二の本文として

整合規格が採用されてい

る場合 

別表第十二で採用されている

IEC整合規格（JIS又は別紙） 

別表第十二に整合規格が

採用されていない場合 
IEC規格 

CISPR規格 別表第十二の表 2 で採用されて
いる別紙（CISPR整合規格） 
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２．改正案 

新 旧 備考 
２．基準中で，本文の別紙が国際規格を引用する

場合，又は本文の JISが CISPR規格を引用する
場合であって，表１及び２の中に当該国際規格に

対応する基準がある場合にはこれを適用するも

のとする。 

２ 基準中で，本文の別紙が国際規格を引用する
場合であって，表１及び２の中に当該国際規格に

対応する基準がある場合にはこれを適用するも

のとする。 

この改正より、表 1に採用された IEC 整合 JIS
が CISPR規格を引用していた場合は、自動的に
表 2の該当する J規格に読み替えることになる。 

 
 

 
以上 


